
 風車建設前と建設後の騒音、振動についての計測のお願い。 

 

 伊豆のほうでは風車騒音で困っている人がいると聞いています。 

 騒音の原因が何なのかをはっきりさせることは、将来風車が建設された後でも住民が安心して暮らせる

ようにするために必要なことだと考えます。 

 風車が建設される前と、風車が建設された後の騒音と振動の比較ができれば、騒音問題の解明の手がか

りとなります。 

 

 公平性と正確性を確保するために、計測は県（または市）、風力発電の事業者、第三者（大学等）で複

数の機械で同時に行い、その結果を公開して、様々な人の力を結集して問題点の解明をすることが必要で

す。 

 

 

 

 Wavelet 解析ソフトの開発をされている人に伺ったところ、以下のようにする必要があるとのことでし

た。 

 

 多くの場合騒音の計測は、1/3 オクターブ解析として扱われる場合が多く、このようなデータでは、周

波数の正確な分析が不可能であり、問題解明ができません。 

 計測後に、FFT や Wavelet による解析が可能であり、必要ならば 1/3 オクターブ解析もできるようなデ

ータ形式で計測結果を収録しなくてはなりません。また、データの扱いやすさも考えるならば、16 ビッ

トの符号付整数で記録されたWAVファイルとして、平坦特性で収録する必要があると考えます。 

 

 騒音については、 

リオン社の精密騒音計NL-62 で計測され、波形収録プログラムNX-42WR によって１６ビットの符号付整

数を使って収録されたWAVファイルを作る。収録時の周波数重みづけはZ特性（平坦特性）とする。サン

プリングレートは４８ｋHz、連続する収録時間としては１分から10分程度とする。 

 

振動については、 

リオン社の振動レベル計VM-55 で計測され、波形収録プログラムVX-55WR を使って収録されたWAVファ

イルを作成する。 

ストアモードはAuto、測定チャンネルはXYZ、総測定時間は１分から１０分程度とする。 

 

ビデオカメラでの撮影、 

風車が存在して回転している場合は、ビデオカメラで回転の様子を撮影する。 

 

計測場所は、 

建設前については、建設計画で風車がほぼ１列になっている場合は、風車の列の中央部分。 

さらに、風車の列に対して直角方向で民家が存在する方向に向かって、５００ｍおきに２ｋｍまで５か

所での測定をする。測定は、昼間と夜間の２回とし、これを春夏秋冬の季節ごとに行う。（季節ごとの風

向の影響も考える。）計測を希望する家があれば、さらに数か所を追加する。家の中での騒音、振動の計

測も行う。 

風車建設後にも、建設前に測定した場所と同じ場所で計測を行う。建設前と同様に、測定は昼間と夜間

の２回とし、これを春夏秋冬の季節ごとに行う。これによって、風車建設前と風車建設後での騒音、振動

のデータを比較することが可能になる。 

 

計測結果の解析、 

騒音の原因が何かを考えるには、音の周波数を計算する必要があります。上記のＷＡＶファイルがあれ

ば、ＦＦＴによる解析が可能となります。 

風速の変化によって風車の回転数が変化すると、音の周波数は微妙に変化します。この微妙な変化をと

らえるには、ＦＦＴ解析ではなくて、Ｗａｖｅｌｅｔ解析が必要となります。また低周波の解析では、カ

オス理論の活用が有効となる場合もあります。 

測定結果の解析には、このような機能を持ったソフトウエアを確保する必要があります。 



 

データの交換、 

計測は県（または市）、風力発電の事業者、第三者（大学等）で複数の機械で同時に行い、測定結果の

データを互いにその場で交換して、お互いの測定結果を全員が共有することが必要があります。 

さらに、お互いの測定結果がほぼ同じであることを、その場でお互いに確認する必要があります。 

 

データの公開、 

低周波音の解析では、高度の機能を備えているソフトウエアを使う必要が出てきます。県や市、業者、

大学に、そのような機能を持ったソフトウエアが無い場合も考えられます。 

計測したデータを一般に公開すれば、必要なソフトウエアを持っている人からの援助も受けられます。 

多くの立場の人が、異なるソフトウエアで解析した結果が一致すれば、原因の究明に向けての大きな力と

なります。 

 ソフトウエアを揃えると100 万円くらいします。公開すれば、お金も節約できて、様々な立場からの検

討が可能となるので、データの一般公開は必要なことだと考えます。 

 

 計測機器について 

 上記の計測機器を新たに購入すると１５０万円くらいが必要です。計測機器のレンタルもありますが、

マニュアルを読む時間として 2か月程度は見ておく必要があります。さらに、記録されている符号付整数

の意味についてはリオン社に確認する必要もあります。 

 

 

 

 上のような、Wavelet 解析ソフトの開発者の方の意見を参考にして考えた結論として、この地域の住民

として、風車建設前と、建設後の騒音、振動の計測を複数の立場の人で行い、そのデータをＦＦＴやＷａ

ｖｅｌｅｔ解析が可能な形で公開し、その土地に暮らす人々にとっての環境の変化を明らかにしてゆく方

向で、県、業者、大学の方々の協力をお願いします。 

 

 

県へのお願い： 

 県として上記の内容をふまえた、騒音、振動の計測計画を立てて、風力発電の事業者、地元の大学に対

して参加してくれるようにお願いしてください。 

さらに、その計画を全国に知らせ、無料のボランティアで計測に参加してくれる人やデータ解析に参加

してくれる人を広く募集してください。 

 住民が安心して生活できる環境を維持するために、県として支援して下さるようにお願いします。 

 

 区長さんへのお願い： 

 区民の中に風車建設に賛成の意見も反対の意見もある中で、区長として中立的な立場に立とうとされて

いることは十分理解できます。 

この地域での、現在の騒音、振動を前もって測定しておくことで、風車建設後の地域における環境の変

化を科学的に把握することが可能となります。もしも、問題が発生した場合にはきちんとしたデータに基

づいての議論が可能となります。 

風車建設前と風車建設後の、騒音、振動の計測実施にむけて、県や市への働きかけについて、お力添え

していただけるよう、お願いいたします。 

 
 


